	単 位 操 作 －４１２
	遠心コンプレッサーのスタート
（タービン駆動）
	作         成
	

	
	
	
	

	

	ポ イ ン ト

	
	(8) ドレンのないことを確認する。

(9)(11)圧力・回転数の変更時はシールオイル系の運転変動に注意すること。

(11) タービン・コンプレッサーの危険回転数は速やかに通過させること。

(16) スタート約１０分後に異常の有無を再点検する。

	


開始





潤滑油の点検を行う





潤滑油系統を活かし、オイル循環を開始する





ケーシング内を窒素パージする





オーバーヘッドタンクの液面を規定値に調整する
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ケーシング内をゆっくり昇圧する





吸込・吐出バルブを全開とする





シールオイル系統を活かし、　オイル循環を開始する





タービンをスタートする





回転数を規定値に調整する





流量・圧力・回転数を確認し、サージング範囲外の確認をする





終了





潤滑油・シールオイル系の自動起動システムを活かす





サワードレン量が異常ないか確認する





タービンのスタート準備及び暖機を始める





サワードレン量が異常ないか確認する





熱・振動・音及び漏洩はないか確認する
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潤滑油補助ポンプを運転している場合は潤滑油補助ポンプを停止し、自動起動状態とする
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